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令和５年第５回定例会開かれる
審議結果
１１人が一般質問に立つ
委員会活動
岐阜県瑞穂市議会の視察受け入れ

第 号8181

本巣市議会だよりは議会ホームページから
もご覧いただけます。

行政情報アプリ「マチイロ」
スマホやタブレットにアプリで議会だよりを
お届けします。



◎令和５年度特別会計補正予算
○国民健康保険特別会計補正予算（第２号）　35万円を増額し、総額34億4,200万円（事業勘定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22万円を増額し、総額2億5,922万円（施設勘定）
○企業用地造成事業特別会計補正予算（第１号）　浅木地区企業用地造成事業に係る繰越明許費の設定
○農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）　増減なしとし、総額7億1,953万円

◎令和５年度事業会計補正予算
○水道事業会計補正予算（第１号）　　　収益的収入で2,000万円増額し、収益的支出で2,000万円の増額　　
○下水道事業会計補正予算（第１号）　　収益的支出で増減なし

◎その他の議案
○指定管理者の指定について
○物品売買契約の締結について（新庁舎ネットワーク機器一式）
○土地の処分について（温井地区企業用地）
○市道路線の認定について
○物品売買契約の締結について（新庁舎新規什器等備品購入）
○工事請負契約の変更契約の締結について（本巣市新庁舎建設工事）

◎令和５年度一般会計補正予算

主な歳入 主な歳出

○一般会計補正予算（第５号）……………………………………………1億9,548万円を増額し、総額233億7,558万円

● 寄附金
◇ふるさともとす応援寄附金の増額見込に伴う寄附金の増額
………………………………………………2億5,000万円

● 市債
◇新庁舎のZEB基準適合に伴う対象設備整備費に対する市債
の新規計上…………………………………4億3,930万円

● 県委託金　
◇部活動地域移行に要する事業費（運動部・文化部）に対する
　委託金の新規計上…………………………………863万円

● 民生費
◇広域入所利用者数の増等に伴う保育実施委託料の増額
………………………………………………………513万円

● 土木費
◇もとまるパーク駐車場拡張に伴う測量調査設計等委託料の
増額…………………………………………………703万円

● 総務費　
◇ふるさともとす応援寄附金の増額見込みに伴う消耗品費
　の増額等……………………………………1億5,000万円

主な歳入 主な歳出

○一般会計補正予算（第６号）……………………………………………３億5,113万円を増額し、総額237億2,671万円

● 国庫補助金
◇物価高騰等に直面している市民や事業者への支援事業に
　対する国庫補助金の新規計上………………2億6,063万円

● 地方交付税　
◇国の補正予算による普通交付税の追加交付に伴う増額
　…………………………………………………1億849万円

● 商工費
◇物価高騰等の影響を受けている市民及び事業者支援とし
て１人あたり３千円のもとまる商品券配布…1億1,097万円

● 民生費
◇物価高騰等の影響を受けている低所得世帯（住民税非課税世帯）
　に対して１世帯あたり７万円の支援給付金支給…1億8,124万円

令和５年第５回  定例会開かれる
条例関係８件、補正予算７件、その他６件、
審議・決定しました。

●令和5年第5回定例会開かれる●
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◎条例関係
○弾正幼児園の改築移転に伴う関係条例の整理に関する条例について
○本巣市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について
○空家等対策の推進に関する特別措置法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例について
○人事院勧告等に伴う関係条例の整備に関する条例について
○本巣市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
○本巣市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
○本巣市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
○本巣市手数料徴収条例の一部を改正する条例について

◎議員発議
○本巣市議会会議規則の一部を改正する規則について

令和５年第５回  定例会開かれる
１１月２７日～１２月１９日、令和５年第５回定例会を開き、

議員発議１件について

●令和5年第5回定例会開かれる●

●審議結果および各議員の表決●

市
長
提
出
議
案

議案第56号 空家等対策の推進に関する特別措置法の改正
に伴う関係条例の整理に関する条例について

令　和　5　年　第　5　回　定　例　会　

市
長
提
出
議
案

議案第５４号 

議案第５５号 

議案第５７号 

議案第５８号 

議案第５９号 

議案第６０号 

議案第６１号 

議案第６２号 

議案第６３号 

議案第６４号

議案第６５号

本巣市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について

本巣市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について

弾正幼児園の改築移転に伴う関係条
例の整理に関する条例について 

人事院勧告等に伴う関係条例の整備
に関する条例について

本巣市水道事業及び下水道事業の設置等に
関する条例の一部を改正する条例について
本巣市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

令和５年度本巣市企業用地造成事業
特別会計補正予算（第１号）について

令和５年度本巣市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）について

令和５年度本巣市水道事業会計補正
予算（第１号）について
令和５年度本巣市下水道事業会計補
正予算（第１号）について
本巣市手数料徴収条例の一部を改正
する条例について

指定管理者の指定について

物品売買契約の締結について（新庁舎
ネットワーク機器一式）

物品売買契約の締結について（新庁舎
新規什器等備品購入）
工事請負契約の変更契約の締結につ
いて（本巣市新庁舎建設工事）

土地の処分について（温井地区企業用
地）

市道路線の認定について

令和５年度本巣市一般会計補正予算
（第５号）について

令和５年度本巣市一般会計補正予算
（第６号）について
本巣市議会会議規則の一部を改正す
る規則について

令和５年度本巣市農業集落排水事業
特別会計補正予算（第２号）について

議案第６６号

議案第６７号

議案第６８号

議案第６９号

議案第７０号

議案第７１号

議案第７２号

議案第７３号

議案第７４号

発議第  ５号 

  

令　和　5　年　第　5　回　定　例　会　（全会一致で可決された議案）

可決

議員名（議席番号順） 議
決
結
果議案番号・議案名等

大
西
德
三
郎

道
下
　
和
茂

臼
井
　
悦
子

鍔
本
　
規
之

河
村
　
志
信

髙
田
　
浩
視

今
枝
　
和
子

髙
橋
　
勇
樹

澤
村 

　
均

寺
町 

　
茂

髙
橋
　
時
男

片
岡
　
孝
一

飯
尾
　
龍
也

瀬
川
　
照
司

髙
橋
　
知
子

吉
村
　
知
浩

市
長
提
出
議
案

議
員

提
出

議
案
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開
通
ま
で
の
道
の
り
は
平
坦
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
反
対
運
動
が

激
し
く
、
10
年
近
く
着
工
が
遅
れ
ま

し
た
が
、
藤
原
市
長
は
じ
め
議
員
の

努
力
も
あ
り
整
備
が
進
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
藤
原
市
長
に
お
か
れ
て

は
、
北
方
自
動
車
学
校
の
上
に
高
速

道
路
が
通
る
こ
と
で
移
転
・
廃
業
の

危
機
に
際
し
、
国
土
交
通
省
の
出
先

機
関
で
高
速
道
路
工
事
の
責
任
者
で

あ
る
岐
阜
国
道
事
務
所
の
所
長
と
、

自
動
車
学
校
が
今
の
場
所
で
休
む
こ

と
な
く
継
続
で
き
る
よ
う
に
何
度
も

お
願
い
に
行
き
、
了
承
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
を
は
じ
め

出
先
機
関
等
に
陳
情
に
も
行
か
れ
、

結
果
と
し
て
、
多
く
の
要
望
を
聞
き

入
れ
て
も
ら
い
今
が
あ
り
ま
す
。
聞

き
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
担
当
官
僚
の

方
や
、
工
事
等
で
迷
惑
・
我
慢
し
て

い
る
市
民
の
方
々
に
感
謝
の
意
味
を

含
め
た
開
通
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

は
。今

ま
で
の
経
緯
及
び（
仮
称
）糸
貫

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
予
定
は

開
通
時
期
は
令
和
６
年
度
の
開
通

予
定
と
示
さ
れ
て
ま
す

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

平
成
８
年
度
に
関
市
か
ら
養
老
町

の
都
市
計
画
が
決
定
。
本
市
で
は
平

成
25
年
度
か
ら
用
地
買
収
、
平
成
26

年
度
に
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

開
通
に
合
わ
せ
て
本
巣
市
独
自
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は

市
民
参
加
型
開
通
記
念
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
考
え
ま
す

藤
原
・
市
長

　

建
て
替
え
等
に
よ
り
新
し
い
施
設

の
運
用
が
で
き
る
反
面
、
20
年
以
上

経
過
し
た
古
い
施
設
を
ど
う
す
る
か

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

使
っ
て
い
な
い
施
設
と
今
後
使
わ

れ
な
く
な
る
予
定
の
施
設
は

将
来
的
に
移
転
、
統
合
を
予
定
し

て
い
る
施
設
が
14
施
設
あ
り
ま
す

村
澤
・
総
務
部
長

　

現
在
は
、
旧
幼
児
園
、
旧
根
尾
小

学
校
、
旧
も
と
す
合
同
庁
舎
、
旧
真

正
民
俗
資
料
館
が
残
っ
て
ま
す
。

建
て
替
え
や
統
合
に
よ
り
使
わ
れ

な
く
な
る
施
設
の
今
後
の
方
針
は

本
巣
市
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画

に
基
づ
い
て
処
理
し
て
い
く
計
画

藤
原
・
市
長

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
発
表
さ

れ
た
自
主
事
業
の
進
捗
は

そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
管
理
者
に
て
着

実
に
進
め
て
ま
す髙

木
・
産
業
建
設
部
長

　

道
の
駅
・
織
部
の
里
も
と
す
な
ど

を
管
理
す
る
チ
ュ
ー
キ
ョ
ー
Ｐ
＆
Ｇ

で
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
マ
ル
シ
ェ
に

て
地
元
の
養
蜂
業
者
な
ど
が
出
店

し
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
随
時
店
を
出

し
て
ま
す
。
メ
ダ
カ
す
く
い
や
、
九

州
物
産
展
な
ど
も
開
催
し
て
ま
す
。

子
育
て
マ
マ
交
流
支
援
事
業
は
準
備

が
整
い
し
だ
い
実
施
の
予
定
で
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｏ
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
で

の
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
や
研

修
・
合
宿
な
ど
に
よ
る
団
体
等
の
誘

致
は
、
来
年
度
実
施
に
向
け
て
準
備

が
進
め
ら
れ
て
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
に
４
つ
の
町
村
が
合

併
し
て
20
年
を
迎
え
ま
す
。
来
春
の

２
月
に
は
記
念
行
事
も
予
定
さ
れ
て

ま
す
。

こ
の
20
年
の
振
り
返
り
と
今
後
の

展
望
は

住
み
た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い

ま
ち
へ
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

藤
原
・
市
長

　

今
年
度
で
合
併
特
例
債
な
ど
の
財

政
優
遇
措
置
も
終
了
す
る
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
合
併
20
周
年
を
契
機
に
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
総
点
検
し
、

事
業
を
見
直
し
、
よ
り
効
率
の
良
い

行
財
政
運
営
を
実
現
し
ま
す
。

　　

徳
山
と
福
井
を
つ
な
ぐ
冠
山
ト
ン

ネ
ル
が
開
通
し
ま
し
た
。
本
市
で
も

福
井
か
ら
の
観
光
客
を
見
込
め
る
よ

う
に
、
県
道
藤
橋
根
尾
線
を
国
道
に

昇
格
さ
せ
、
馬
坂
峠
を
ト
ン
ネ
ル
化

し
、
国
道
４
１
８
号
を
徳
山
ま
で
伸

ば
し
て
、
福
井
〜
徳
山
ダ
ム
〜
根
尾

淡
墨
桜
へ
の
観
光
ル
ー
ト
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

根
尾
ま
で
の
国
道
４
１
８
号
を

４
１
７
号
へ
伸
ば
す
計
画
は
あ
る
か

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
延
伸
及

び
昇
格
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

一
般
県
道
藤
橋
根
尾
線
の
整
備
を

着
実
に
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

県
道
藤
橋
根
尾
線
改
良
促
進
期
成
同

盟
会
及
び
本
市
か
ら
も
事
業
推
進
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

Q
半
年
が
経
過
し
た
指
定
管
理
者

制
度
に
つ
い
て

Q
高
速
道
路
開
通
に
伴
う
市
独
自

の
式
典
・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

Q1A1Q1

A1Q1A1

Q2A2Q1A1

A1

Q2A2

Q1

●一般質問●

河
村
志
信

Q
合
併
20
周
年
を
迎
え
本
巣
市
に

残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て

鍔
本
規
之

Q
合
併
20
周
年
行
事
に
つ
い
て

Q
冠
山
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
つ
い
て

に立つ一般質問11人がQA 12月定例会
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「
学
校
の
在
り
方
検
討
会
」
を
立

ち
上
げ
、
統
合
や
義
務
教
育
学
校
の

設
立
な
ど
の
方
向
性
を
検
討
し
ま

す
。

　

広
域
連
携
の
存
在
意
義
は

複
数
の
市
町
村
が
連
携
し
管
理
や

手
続
き
を
集
約
す
る

林
・
企
画
部
長

　

組
織
や
地
域
の
枠
を
超
え
連
携
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
社
会
の
構
築
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

広
域
で
運
営
す
る
メ
リ
ッ
ト
の
高

い
事
業
は

消
防
・
廃
棄
物
処
理
・
介
護
保
険
・

し
尿
処
理・児
童
発
達
支
援
等

　

広
域
連
携
の
仕
組
み
を
活
用
し
、
圏

域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
す
。

運
動
施
設
を
広
域
で
建
設
、
運
営

し
て
は
ど
う
か

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理

し
検
討
し
ま
す

　

課
題
も
多
い
で
す
が
、
連
携
都
市

圏
の
分
野
連
携
会
議
に
お
い
て
今
後

も
協
議
・
検
討
を
す
る
考
え
で
す
。

＊
そ
の
他
に
サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
に
つ
い
て

２
点
質
問
し
ま
し
た
。

　

①
人
工
芝
等
の
グ
ラ
ン
ド
整
備
に
つ
い
て

　
本
市
の
見
解
は

　
②
今
後
の
計
画
は

　

新
庁
舎
移
転
の
機
会
に
こ
ど
も
家

庭
庁
に
あ
た
る
新
し
い
部
を
作
り
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向

け
て
具
体
的
に
動
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

新
庁
舎
で
の
市
役
所
組
織
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か

市
民
に
分
か
り
や
す
く
機
動
性
の

高
い
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
ま
す

藤
原
・
市
長

　

関
連
性
の
高
い
業
務
や
窓
口
機
能

を
集
約
。
各
保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康

増
進
課
も
新
庁
舎
に
集
約
し
横
の
連

携
を
密
に
図
り
、
子
ど
も
に
関
わ
る

支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化

に
向
け
て
取
り
組
む
が
、
今
後
現
在

の
体
制
で
補
完
で
き
な
く
な
る
よ
う

な
ら
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

市
が
主
催
の
企
業
フ
ェ
ア
を
再
開

し
て
は

企
業
側
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
検
討

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

「
本
巣
市
事
業
者
サ
ポ
ー
ト
補
助

金
制
度
」
で
参
加
費
用
を
支
援
。

　

本
巣
市
の
水
道
水
は
豊
富
な
地
下

水
か
ら
作
ら
れ
て
ま
す
。

水
道
水
で
防
災
備
蓄
用
の
水
を

作
っ
て
は
ど
う
か

製
造
費
用
と
購
入
費
用
を
比
較
し

関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
し
ま
す

村
澤
・
総
務
部
長

水
道
水
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
水
を
作
っ
て
は
ど
う
か

防
災
備
蓄
用
の
水
が
作
ら
れ
た
暁

に
は
、
前
向
き
に
検
討
し
ま
す

林
・
企
画
部
長

も
と
バ
ス
が
通
勤
や
通
学
に
も
利

用
で
き
る
ダ
イ
ヤ
に
で
き
な
い
か

無
償
運
行
の
市
営
バ
ス
が
他
の
交

通
事
業
者
と
重
複
運
行
は
難
し
い

村
澤
・
総
務
部
長

樽
見
鉄
道
の
駅
や
バ
ス
停
に
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
が
作
れ
な
い
か

多
額
の
費
用
の
た
め
費
用
対
効
果

の
高
い
手
法
を
検
討
し
ま
す

　

現
在
利
用
可
能
な
場
所
は
、
樽
見

鉄
道
で
は
樽
見
・
水
鳥
・
高
尾
・
日

当
・
鍋
原
・
織
部
駅
、
バ
ス
停
で
は

市
役
所
・
み
ど
り
公
園
等
公
共
駐
車

場
と
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
・
モ
レ
ラ
岐
阜

の
民
間
駐
車
場
。
新
庁
舎
、
東
海
環

状
自
動
車
道
に
よ
る
新
た
な
交
通
拠

点
の
再
編
は
重
要
と
考
え
て
ま
す
。

今
後
の
児
童
・
生
徒
の
人
口
減
少

の
想
定
、
見
込
み
は

減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

瀬
川
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

令
和
10
年
ま
で
の
６
年
間
で
児
童

生
徒
数
は
約
４
２
０
人
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。

見
込
み
を
踏
ま
え
、
小
中
学
校
は

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
か

児
童
生
徒
数
減
少
に
伴
い
学
級
数

の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す

　

令
和
15
年
度
に
は
、
本
巣
・
土
貴

野
・
一
色
小
学
校
で
は
１
学
年
１
学

級
と
な
り
外
山
小
学
校
・
根
尾
学
園

で
は
す
べ
て
の
学
年
で
複
式
学
級
と

な
り
、
11
校
の
う
ち
５
校
が
「
小
規

模
校
」
に
な
る
と
想
定
し
て
ま
す
。

学
級
数
が
減
ら
な
い
学
校
で
も
児
童

生
徒
数
は
減
少
し
て
い
く
と
想
定
し

ま
す
。

将
来
、
生
徒
数
減
少
に
よ
り
維
持

が
困
難
に
な
っ
た
と
き
の
考
え
は

過
去
の
事
例
や
慣
例
に
と
ら
わ
れ

ず
「
本
巣
市
型
」
の
学
校
を
模
索

川
治
・
教
育
長

●一般質問●

Q
今
後
予
想
さ
れ
る
少
子
化
に
伴

う
教
育
対
策
に
つ
い
て

Q
こ
ど
も
ま
ん
な
か
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

Q
地
元
企
業
の
発
展
に
つ
い
て

Q
水
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

Q
Ｊ
Ｒ
駅
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

Q1A1Q2A2Q3A3

Q1A1Q2A2Q3A3

Q1A1Q2A2Q1A1Q2A2

Q1A1Q1A1

吉
村
知
浩

髙
橋
知
子

Q
広
域
連
携
行
政
に
つ
い
て

5

MOTOSU CITY ASSEMBLY REPORT
2024年2月1日発行　第81号

本巣市議会だより



本
巣
市
合
併
20
周
年
を
来
年
迎
え

る
中
で
記
念
事
業
の
進
行
状
況
は

新
た
な
未
来
へ
の
一
歩
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
る
記
念
事
業
を
準
備

林
・
企
画
部
長

　

市
制
施
行
20
周
年
記
念
魅
力
発
信

カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
や
、
樽
見
鉄
道

の
記
念
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
の
運
行
の

準
備
を
進
め
て
ま
す
。

来
年
本
巣
市
で
行
わ
れ
る
第
39
回

国
民
文
化
祭
等
の
進
行
状
況
は

園
や
学
校
、
障
が
い
者
施
設
等
と

連
携
し
、
伝
統
文
化
を
広
め
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
真
桑
人
形
浄
瑠
璃
」「
能
郷
の
能
・

狂
言
」の
上
演
、日
本
の
古
典
音
楽

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る「
雅
楽
」

の
伝
承
公
演
、「
美
濃
も
と
す
太

鼓
」と
世
界
で
活
躍
す
る
ド
ラ
ム
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団「
鼓
和
」と
の
コ
ラ

ボ
に
よ
る
共
演
を
計
画
し
て
ま
す
。

本
市
の
子
ど
も
の
幸
せ
の
た
め

に
。

幼
児
園
か
ら
小
学
校
へ
進
学
す
る

時
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
対
応
は

幼
小
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

３
つ
の
実
践
を
行
っ
て
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

①
幼
小
の
教
員
の
交
流
・
連
携
②

子
ど
も
同
士
に
よ
る
幼
小
の
交
流
・

連
携
③
幼
小
の
育
ち
や
学
び
の
接
続

に
向
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
で

す
。小

学
校
一
年
生
だ
け
で
も
、
少
人

数
学
級
や
教
員
を
増
や
せ
な
い
か

国
・
県
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め

市
町
村
で
は
増
や
せ
ま
せ
ん

　

支
援
が
必
要
な
子
の
対
応
と
し
て

市
費
の
教
職
員
を
採
用
し
て
ま
す
。

ま
た
、
全
て
の
教
職
員
が
「
愛
情
と

情
熱
」
を
も
っ
て
教
育
に
あ
た
り
、

「
確
か
な
力
」
を
付
け
ら
れ
る
学
校

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
憩
い
の
場
に
す
る
た
め

に
。船

来
山
古
墳
散
歩
ロ
ー
ド
を
だ
れ

も
が
利
用
す
る
場
に
で
き
な
い
か

安
全
に
登
り
や
す
い
傾
斜
で
、
歴

史
や
自
然
を
体
験
で
き
る
場
に

瀬
川
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

濃
尾
平
野
の
一
望
も
含
め
、
遊
歩

道
途
中
に
四
阿
な
ど
を
設
置
し
、
散

歩
中
に
休
憩
が
取
れ
、
景
色
を
味
わ

え
る
よ
う
に
す
る
計
画
で
す
。

現
状
の
農
業
情
勢
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か

自
然
、
経
済
、
社
会
的
、
地
理
的

条
件
に
恵
ま
れ
、
比
較
的
順
調

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

概
ね
10
年
後
の
農
業
経
営
の
発
展

の
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
効
率
的
か

つ
、
安
定
的
な
農
業
経
営
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
農
業
経
営
基
盤

の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な

構
想
」
に
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
す
。

本
市
北
部
・
南
部
の
農
業
施
策
の

課
題
は
何
か

生
産
者
の
確
保
や
、
担
い
手
の
育

成
や
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
す

　

北
部
地
域
は
、
獣
害
に
よ
る
農
作

物
被
害
、
営
農
環
境
不
良
に
よ
る
担

い
手
不
足
、
遊
休
農
地
の
増
加
で

す
。
南
部
地
域
は
、
燃
料
や
資
材
の

高
騰
に
よ
る
農
業
所
得
の
減
少
や
、

樹
園
地
の
受
け
皿
と
な
る
果
樹
の
生

産
者
の
減
少
に
よ
り
優
良
農
地
の
遊

休
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に

沿
っ
た
計
画
は
あ
る
か

県
市
町
村
共
同
で
岐
阜
県
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
基
本
計
画
策
定

　

本
市
に
お
い
て
は
、
化
学
肥
料
削

減
を
希
望
す
る
生
産
者
を
対
象
に
、

県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
施
肥
体
系
の

見
直
し
に
係
る
指
導
を
し
て
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
数
を
把
握
し

て
い
る
か

北
部
59
・
4
％
、
南
部
46
・
1
％

が
仕
事
を
し
つ
つ
家
族
等
を
介
護

小
椋
・
健
康
福
祉
部
長

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
で

は
、
主
に
企
業
な
ど
で
仕
事
を
し
な

が
ら
、
家
族
等
の
介
護
に
従
事
す
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
」
と
言
わ
れ

る
人
が
増
加
し
て
ま
す
。

自
営
業
・
中
小
事
業
者
へ
の
介
護

休
業
制
度
の
周
知
啓
発
は

現
在
行
っ
て
ま
せ
ん
が
、
必
要
に

応
じ
て
周
知
啓
発
を
行
い
ま
す

本
市
は
ケ
ア
ラ
ー
条
例
等
を
施
行

す
る
計
画
は
あ
る
か

現
在
、
条
例
制
定
す
る
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん

　

国
・
県
・
近
隣
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
社
会
全
体
で
支
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ケ
ア
ラ
ー
条

例
」
な
ど
の
制
定
を
検
討
し
ま
す
。

●一般質問●

Q
住
民
主
体
の
地
域
活
性
化
へ
の

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q
子
ど
も
た
ち
の
学
校
の
居
場
所

に
つ
い
て

Q
農
業
に
関
す
る
振
興
計
画
に
つ

い
て

Q1A1Q2A2Q3A3

Q1A1Q2A2Q3A3

A1

Q2A2Q1A1 A1

Q1A2 Q2

Q1

Q
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

Q
史
跡
船
来
山
古
墳
群
整
備
基
本

計
画
に
つ
い
て

飯
尾
龍
也

片
岡
孝
一
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最
近
は
ク
マ
に
よ
る
被
害
の
報
道

が
後
を
断
た
ず
、
本
市
に
お
い
て
も

被
害
事
例
、
罠
に
か
か
っ
た
事
例
が

あ
り
ま
し
た
。
本
市
の
対
策
は
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
息
数
把
握
と

市
民
へ
の
啓
発
は

地
域
個
体
群
中
の
頭
数
は
概
ね
横

ば
い
、
広
報
無
線
に
て
注
意
喚
起

高
井
・
林
政
部
長

　

目
撃
情
報
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、

広
報
無
線
に
よ
り
注
意
喚
起
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
猟
友
会
や
警
察

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
ま

す
。ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
が
里
山
近
く
で
暮

ら
し
に
く
く
す
る
た
め
の
対
応
は

バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
の
森
林
整
備
を

行
っ
て
ま
す

　

野
生
動
物
対
策
と
し
て
、
バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
民
家
や
田

畑
か
ら
30
ｍ
程
度
の
範
囲
の
森
林
整

備
が
行
わ
れ
て
ま
す
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
に
関
し
ま
し
て
は
、
県
や
市
の
関

係
部
局
と
情
報
共
有
を
行
い
、
連
携

し
た
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
な
っ
て
い
る
か

地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
避
難
経

路
な
ど
避
難
確
保
計
画
を
作
成

川
治
・
教
育
長

　

市
内
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
教

育
委
員
会
の
作
成
し
た
「
学
校
等
防

災
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
「
学
校
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
整
備
し
て
ま

す
。
根
尾
・
本
巣
地
域
は
大
規
模
地

震
や
土
砂
災
害
を
想
定
し
、
糸
貫
・

真
正
地
域
は
大
雨
や
洪
水
を
想
定
し

て
避
難
経
路
な
ど
避
難
確
保
計
画
を

掲
載
し
て
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
応
じ
た
対
処
法
の

記
載
は

発
生
時
の
状
況
に
分
け
て
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
ま
す

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
年
間
５
〜

６
回
の
「
命
を
守
る
訓
練
」
を
行
っ

て
ま
す
。
各
学
校
の
創
意
工
夫
に
よ

り
実
施
時
間
や
活
動
場
所
な
ど
様
々

な
状
況
を
設
定
し
、
休
み
時
間
な
ど

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
活
動
し
て
い
る

時
に
、
ど
の
よ
う
に
身
を
守
り
ど
こ

に
避
難
す
る
か
な
ど
の
訓
練
も
実
施

し
て
ま
す
。
必
ず
訪
れ
る
災
害
時

に
、
迅
速
か
つ
適
切
に
判
断
・
行
動

し
、
子
ど
も
の
命
を
守
り
き
る
万
全

の
準
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
の
予
算
編
成
の
方
針
の
概

要
は

施
策
の
選
択
と
集
中
に
加
え
、
経

費
削
減
や
財
源
確
保
に
努
め
ま
す

藤
原
・
市
長

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

東
海
環
状
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
や
企
業
誘
致
の
た
め
の
道
路
整
備
、

も
と
ま
る
パ
ー
ク
の
整
備
事
業
、
企
業

用
地
造
成
事
業
、
新
庁
舎
開
庁
に
伴
う

関
連
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に

市
政
20
周
年
記
念
事
業
や
奨
学
金
返
済

支
援
な
ど
子
育
て
支
援
事
業
、
防
災
対

策
と
し
て
の
消
防
署
整
備
事
業
な
ど
を

進
め
ま
す
。

人
事
評
価
の
流
れ
、
評
価
基
準
は

期
首
に
業
務
目
標
設
定
し
、
期
末

に
５
段
階
で
評
価
を
実
施
し
ま
す

林
・
企
画
部
長

　

期
首
に
職
員
が
業
務
目
標
を
設
定

し
、
所
属
長
と
面
談
し
目
標
を
明
確

化
し
、
認
識
の
共
有
化
を
図
り
ま

す
。
期
末
に
は
、
ま
ず
自
己
評
価

し
、
１
次
・
２
次
評
価
者
に
よ
る
評

価
を
実
施
後
、
面
談
に
よ
り
評
価
結

果
を
開
示
し
ま
す
。
評
価
の
基
準
は

能
力
評
価
、
業
績
評
価
そ
れ
ぞ
れ
の

全
体
を
評
価
す
る
全
体
評
価
と
し

て
、
５
段
階
の
評
価
で
実
施
し
ま

す
。人

事
評
価
の
結
果
の
活
用
と
そ
の

効
果
は

３
つ
の
こ
と
に
活
用
し
、
自
発
的

な
能
力
開
発
に
役
立
て
ま
す

　

１
つ
目
は
人
事
管
理
、
２
つ
目
は

給
与
・
勤
勉
手
当
、
３
つ
目
は
研

修
・
人
材
育
成
で
す
。
活
用
を
通
し

て
職
員
の
業
務
遂
行
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
と
共
に
、
評

価
を
契
機
と
し
て
、
職
員
が
自
分
の

弱
み
や
強
み
を
把
握
し
自
発
的
な
能

力
開
発
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
人
材
育
成
・
業
務
管
理

面
で
も
人
事
評
価
は
重
要
な
意
義
を

有
す
る
も
の
で
す
。

人
事
評
価
制
度
の
課
題
は

い
か
に
し
て
人
材
育
成
へ
反
映
さ

せ
て
い
く
の
か
が
課
題
で
す

　

職
員
の
職
務
遂
行
能
力
と
専
門
性

を
そ
れ
ぞ
れ
高
め
つ
つ
、
市
民
の
皆

様
に
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

●一般質問●

Q
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
防
止
対
策

に
つ
い
て

Q
新
年
度
の
予
算
編
成
の
方
針
に

つ
い
て

Q
学
校
等
防
災
対
策
に
つ
い
て

Q
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

Q1A1Q1A1

Q2A2Q3A3

Q1A1Q2A2

A1 Q1A2 Q2

寺
町　

茂

髙
橋
時
男

（
自
民
結
い
の
風
）

じ
み
ん
ゆ

か
ぜ
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令
和
５
年
10
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
が
大
き
く
２
点
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
経
費
５
割
基
準
の
厳
格
化
に

よ
り
、
返
礼
品
調
達
費
の
圧
迫
に
つ

な
が
る
恐
れ
や
返
礼
品
の
量
や
質
が

下
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

の
声
が
あ
り
ま
す
。
更
に
、
地
場
産

品
の
規
定
も
厳
格
化
さ
れ
、
返
礼
品

の
減
少
や
質
の
低
下
を
起
こ
す
こ
と

も
不
安
視
さ
れ
ま
す
。
結
果
こ
れ
ら

に
よ
り
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
が

減
少
す
る
と
懸
念
し
ま
す
。

経
費
総
額
５
割
の
厳
格
化
の
影
響

と
そ
の
対
策
は

一
部
の
返
礼
品
の
寄
附
額
を
増
額

す
る
対
策
を
と
り
ま
し
た

林
・
企
画
部
長

＊
そ
の
他
に
、

　

①
地
場
産
品
基
準
の
厳
格
化
の
影
響
と
そ

の
対
策
は

　

②
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
改
正
に
よ
る
本
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
変
動
予
測
は

　
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

G
X
推
進
法
が
令
和
５
年
５
月
に

成
立
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
脱
炭

素
社
会
の
形
成
が
急
加
速
し
て
ま

す
。
大
企
業
が
主
に
進
め
ら
れ
て
い

た
G
X
で
す
が
、
次
は
地
方
自
治
体

を
支
え
る
中
小
企
業
に
も
求
め
ら
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
。Ｇ

Ｘ
推
進
法
成
立
を
受
け
、
本
市

の
取
り
組
み
は

本
巣
市
事
業
者
サ
ポ
ー
ト
補
助
金

の
補
助
区
分
の
拡
充
を
検
討

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

＊
そ
の
他
に
、

　
①
G
X
推
進
計
画
策
定
の
考
え
は

　
を
質
問
し
ま
し
た
。

＊
そ
の
他
、
待
機
児
童
・
保
留
児
童
に
つ
い

て
3
点
質
問
し
ま
し
た
。

　
①
待
機
児
童
０
の
取
り
組
み
は

　
②
保
育
士
不
足
の
対
策
は

　
③
保
育
業
務
の
D
X
の
取
り
組
み
は

沖
縄
研
修
と
本
巣
の
未
来
を
語
る

会
に
継
続
し
た
場
を
作
れ
な
い
か

派
遣
団
の
検
討
会
を
実
施
し
最
終

提
案
を
市
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
予
定

川
治
・
教
育
長

　

提
案
の
み
な
ら
ず
、
沖
縄
派
遣
の

最
も
重
要
な
事
は
人
づ
く
り
で
す
。

本
市
の
若
者
た
ち
に
海
外
で
の
学

び
を
広
げ
て
は

世
界
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る

学
び
を
充
実
・
発
展
さ
せ
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

地
球
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
市
内
全
て
の
中
学
生
を
対
象

に
実
施
し
、
６
年
目
と
な
り
ま
す
。

中
津
川
市
等
で
本
年
度
3
月
G
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
発
行
予
定
。
本
市
は

勉
強
会
を
開
催
し
県
か
ら
支
援
を

受
け
制
度
の
推
進
を
図
り
ま
す

高
井
・
林
政
部
長

作
業
中
の
安
全
対
策
と
害
獣
の
生

態
数
や
生
息
地
の
調
査
は

根
尾
地
域
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
推

定
生
息
数
は
41
頭
か
ら
86
頭

　

安
全
対
策
と
し
て
ク
マ
よ
け
鈴
の

他
対
策
商
品
を
試
し
て
ま
す
。

本
巣
市
で
生
活
用
水
を
井
戸
水
と

し
て
い
る
使
用
者
数
は

推
定
値
で
2
5
5
2
人
で
す

谷
口
・
上
下
水
道
部
長

本
巣
市
の
水
源
の
検
査
頻
度
は

全
17
か
所
を
検
査
項
目
ご
と
に
月

１
・
３
か
月
に
１
・
年
１
回
実
施

安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
普
及
率
の

向
上
に
繋
げ
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
ア

ピ
ー
ル
し
加
入
促
進
に
繋
げ
ま
す

　

令
和
４
年
度
決
算
で
上
水
道
の
普

及
率
は
93
・
１
％
で
す
。

　

本
市
の
給
食
費
の
無
償
化
の
取
り

組
み
は
高
く
評
価
さ
れ
て
ま
す
。

恒
久
的
な
無
償
化
に
向
け
た
考
え

は国
の
動
向
を
注
視
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
判
断
し
た
い藤

原
・
市
長

　

学
校
給
食
法
に
お
け
る
「
学
校
給

食
費
の
額
の
標
準
額
」
を
定
め
、
そ

の
相
当
額
を
国
が
負
担
す
る
と
い
っ

た
内
容
の
学
校
給
食
法
の
一
部
改
正

が
検
討
さ
れ
て
ま
す
。

●一般質問●

Q
生
活
用
水
の
安
全
性
に
つ
い
て

Q
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

Q
中
学
生
の
海
外
派
遣
に
つ
い
て

Q
中
学
生
の
平
和
研
修
に
つ
い
て

Q
森
林
整
備
の
拡
充
と
森
林
従
事

者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

Q
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
改
正
に
よ

る
影
響
に
つ
い
て

Q
Ｇ
Ｘ
推
進
法
成
立
に
伴
う
本
市

の
動
向
に
つ
い
て

Q1A1Q1A1Q1A1Q2A2

Q1A1Q3A3Q1A1 Q2A2

Q1A1

Q1A1

髙
橋
勇
樹

澤
村　

均

（
日
本
共
産
党
）

寄附
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子
ど
も
の
権
利
を
守
る
法
律
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
基
礎
自
治
体
の
責

務
と
し
て
効
果
的
な
予
防
教
育
が
求

め
ら
れ
て
ま
す
。

虐
待
や
い
じ
め
は
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
か

定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
加
え
Ｑ

Ｕ
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
ま
す

川
治
・
教
育
長

（
Q
U
調
査
…
児
童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
ツ
ー
ル
）

子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育

は具
体
的
か
つ
実
践
的
な
方
法
が
学

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
す

　

他
に
先
駆
け
実
践
し
て
お
り
県
内

各
市
町
村
に
好
事
例
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
ま
す
。
「
悩
み
が
あ
っ
た
と
き

に
誰
に
相
談
す
る
か
」
「
相
談
す
る

時
は
ど
う
切
り
出
せ
ば
い
い
の
か
」

「
仲
間
か
ら
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ

た
ら
ど
う
対
応
す
る
か
」
と
い
っ
た

具
体
的
な
行
動
の
仕
方
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ま
す
。

　

今
年
度
で
合
併
特
例
債
の
起
債
が

完
了
し
ま
す
。
起
債
に
頼
ら
な
い
財

政
経
営
の
方
針
、
公
債
費
へ
の
影
響

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

合
併
特
例
債
の
起
債
に
よ
り
行
わ

れ
た
事
業
は

最
大
の
活
用
事
業
は
新
庁
舎
整
備

事
業
で
す

林
・
企
画
部
長

合
併
特
例
債
に
係
る
公
債
費
の
計

画
は

令
和
４
・
５
年
度
起
債
分
が
11
年

度
に
償
還
が
開
始
さ
れ
ま
す

　

６
年
度
の
約
６
億
５
千
万
円
を

ピ
ー
ク
に
10
年
度
に
は
約
５
億
３
千

万
円
ま
で
減
少
す
る
見
込
み
で
す
が

11
年
度
は
、
約
６
億
円
に
増
加
し
以

降
減
少
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

　

D
X
推
進
計
画
を
策
定
し
、
具
体

的
内
容
は
実
施
計
画
を
策
定
し
な
が

ら
進
め
ま
す
と
あ
り
ま
す
。

推
進
計
画
に
あ
る
本
巣
市
が
取
り

組
む
業
務
の
効
率
化
と
は

業
務
の
正
確
性
も
向
上
す
る
な

ど
、
業
務
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
す

林
・
企
画
部
長

具
体
的
内
容
の
検
討
状
況
は

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
支
援
研
修
を

11
月
か
ら
実
施
し
て
ま
す

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
等
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た
操

作
研
修
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
ま
す
。

Q1A1Q2A2

Q1A1Q2A2Q1A1Q2A2

●一般質問●

Q
来
年
度
以
降
の
財
政
経
営
は

Q
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
実
行
に
つ
い

て

Q
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
の
実
施

に
つ
い
て

議会開会のお知らせ
本巣市公式

マスコットキャラクター

もとまる
◆令和6年3月7日（木）（予定）
定例会の詳細確定後ホームページに掲載します。議会のホームページは右からアクセスできます。

議
員
活
動
日
誌

本
巣
市
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式

第
3
0
2
回
東
海
市
議
会
議
長
会
理
事
会

第
2
3
3
回
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会

庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会

中
濃
十
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
開
会
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

文
教
福
祉
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
閉
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
　
議
会
運
営
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
　
全
員
協
議
会

も
と
す
広
域
連
合
　
臨
時
会（
開
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
　
議
会
運
営
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
　
全
員
協
議
会

も
と
す
広
域
連
合
　
定
例
会（
開
会
）

も
と
す
広
域
連
合
　
療
育
医
療
衛
生
常
任
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
　
総
務
介
護
常
任
委
員
会

会
　
議
　
名
　
等

場
　
所

本
庁
舎

大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

本
庁
舎

郡
上
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

真
正
分
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

真
正
分
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

真
正
分
庁
舎

真
正
分
庁
舎

真
正
分
庁
舎

真
正
分
庁
舎

日
に
ち

１１
月
１
日（
水
）

１１
月
７
日（
火
）

１１
月
９
日（
木
）

１１
月
１４
日（
火
）

１１
月
１５
日（
水
）

１１
月
２０
日（
月
）

１１
月
２９
日（
水
）

１２
月
７
日（
木
）

１２
月
８
日（
金
）

１２
月
１２
日（
火
）

１２
月
１３
日（
水
）

１２
月
１４
日（
木
）

１２
月
１８
日（
月
）

１２
月
１９
日（
火
）

１２
月
２０
日（
水
）

１２
月
２２
日（
金
）

１
月
５
日（
金
）

１
月
１２
日（
金
）

１
月
１６
日（
火
）

１
月
２６
日（
金
）

１
月
２９
日（
月
）

１
月
23
日（
火
）

１1
月
27
日（
月
）

髙
田
浩
視

（
自
民
結
い
の
風
）

じ
み
ん
ゆ

か
ぜ
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●委員会活動●

総務企画委員会

○令和５年度本巣市一般会計補正予算（第５号）について
主な質疑の内容

Ｑ：ふるさと納税のルール改正により、今後の見通しはどのようになっているのか
Ａ：9月末の制度改正により9月は、昨年同月に対して約3.4倍の寄附額がありました。11月末で合計約
5億5,500万円の寄附をいただいてます。全国的な傾向として、9月の駆け込み需要の影響で見通
しがたちづらい状況ですが、これから年末に向けて寄附額を増やせるように取り組んでます。

Ｑ：今後、当市のふるさと納税返礼品の中で上位となる品目の見通しは
Ａ：本巣市のブランド柿である富有柿は今後も増えていくと考えており、それ以外にも家具への寄附と
して納税額の多い方からの寄附をいただいております。また、本年度重点的に企業等を訪問し、米
生産者の方のご協力をいただき、多くのお米を返礼品として登録させていただいてます。

○本巣市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
　条例について
Ｑ：運営に関することについて、保育に関する料金に変更はないのか
Ａ：料金に変更はありません。

文教福祉委員会

○本巣市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
主な質疑の内容

Ｑ：妊娠による国民健康保険税の免除期間の負担はどこが負うのか
Ａ：国が２分の１、県が４分の１、市が４分の１の負担となってます。
Ｑ：国民健康保険税の免除により所得金額が上がると思うが、所得税が上がることで免除されても意
味がなくなるのでは

Ａ：所得税に関しては、国民健康保険税が免除されると、その分社会保険料控除が減ることになり所得
税が上がる可能性があります。

Ｑ：所得税が増える方にとって、この制度にメリットはあるのか
Ａ：所得税の増加分が国民健康保険税の免除分を超えることはないため、制度のメリットがあると言え
ます。

Ｑ：死産、早産、人工中絶の場合でも、この制度の適用はあるのか。またその手続きはどのようにする
のか

Ａ：免除の対象になります。申請については、その内容を証明できるものを持ってきていただき届け出
ていただきます。

Ｑ：出産予定日を起算して申請するようになっているが、流産の場合の期間等はどうなるのか
Ａ：死産や流産といった場合は、妊娠８５日以上の場合が対象となります。
Ｑ：施行予定日が令和６年１月１日となっているが、免除は前１ヶ月､後３ヶ月であるため、令和５年１１月
出産予定日以降の方が対象となるのか

Ａ：令和5年11月以降の出産予定日または出産日の方が対象となります。令和５年11月出産の場合は、
令和６年１月分の相当額が免除対象となります。

Ｑ：出産前に届け出をされた方で、出産予定日と出産日が異なった場合には新たな届け出が必要なのか
Ａ：基本的には免除期間に変更がないため必要はありません。
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●委員会活動●

▲指定管理者の指定について現地を視察する委員

▲竣工式でのテープカットの様子 ▲完成した弾正幼児園の新園舎

▲市道認定箇所を視察する委員

産業建設委員会

○指定管理者の指定について・道路認定の認定について
現地視察

○指定管理者の指定について
主な質疑の内容

Ｑ：もとまるパークとPark-PFI施設それぞれの管理料はどれぐらいなのか
Ａ：Park-PFIは市からの指定管理料はありませんが、公募対象公園施設の運営費用として年間７千万
円ほどを計画してます。また、もとまるパークの指定管理料は3,600万円です。

Ｑ：イベントはどのぐらいの頻度・規模で行う予定か。また出店料等はいくらで設定するのか
Ａ：今のところ春夏秋冬という分け方で考えており、年間で４０件から５０件程度計画してます。本巣市
文化協会や本巣市スポーツ協会と連携するものや、木育の教室、防災関連や健康増進のイベント、
イルミネーション、花と緑というテーマのイベントを計画していきます。その費用については、公園
条例で制限が定められているため、市と指定管理者が協議しながら進めていきたいと考えてます。

Ｑ：人員配置及び人件費の予定は
Ａ：常駐４人の内社員２人、パート２人を考えており、金額としては約1,400万円見込んでます。
Ｑ：常駐するのは２４時間誰か１人は必ずいる状態なのか
Ａ：常駐は開園時間中です。夜間は警備会社に委託して定期的に巡回を行ってもらいます。
Ｑ：今の公園条例は大きなイベント等を想定しておらず、もとまるパーク使用料は公園条例と分けて考
えては

Ａ：条例の定めはありますが、他市町村ではイベント開催時の使用料を別で定めている事例もありま
す。今後指定管理者との協議にはなりますが、検討していきたいと考えてます。

本巣市立弾正幼児園園舎竣工式が行われました
　令和５年１１月２０日（月）、弾正幼児園の新園
舎の竣工式が行われました。当日は、正副議長
はじめ本巣市議会議員、市長、設計者、工事関係
者等が出席し、園舎の竣工をお祝いしました。
　また、年長園児による「園歌」、「にじのむこう
に」の歌やリズムダンスの披露がありました。

※Park-PFI…都市公園において飲食店、売店等の公園施設（公募対象公園施設）の設置または管理を行う民間事業者を、公募により選定する
　　　　　　手続き。
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　◎臼井悦子　〇今枝和子　髙橋時男　片岡孝一　髙橋知子議会だより編集特別委員会

○国家戦略特区を活用した様々な取り組みについて（養父市）
　・新しい農地のあり方としての企業による農地取得の特例について
　・古民家（空き家）を旅館として再生した整備内容について
　・過疎地域での自家用自動車の活用拡大（YABUKURU）について
○行政経営について（小野市）
　・フレキシブルな業務管理制度について　
　・報連相の仕組みについて
　・多様な広聴の仕組みと政策への展開について

▲本巣市の給食について説明する
　川治教育長

▲試食した給食メニュー

岐阜県瑞穂市議会の視察を受け入れました

　令和5年10月31日（火）、本巣市給食センターにおいて瑞穂市議会文教厚生委員会の行政視察を受け入れました。「学校
給食について」をテーマに本巣市の取り組みを川治教育長が説明した後、意見交換・質疑応答を行い、きのこあんかけうど
んやさつまいもの天ぷら等の給食メニューを試食しました。
　事前にいただいた質問も含めて20問以上の質疑応答があり、食育、安全・安心、地産地消などについて議論が深まりま
した。

▲給食を試食する様子

令和５年１０月２３日・２４日　場所：兵庫県養父市、小野市
大西議員、河村議員、髙田議員、髙橋時男議員、片岡議員、飯尾議員、髙橋知子議員、吉村議員視察研修

１０月３０日
○常にさらなる進化を目指して～組織づくりとリーダーシップ～
○今後の地方自治のあり方や議員に求められる役割

１０月３１日
○地方行財政の課題
○食べチョクが考える持続化可能な一次産業に向けて

令和５年度第２回市町村議会議員特別セミナー
令和５年１０月３０日・３１日　場所：全国市町村国際文化研修所

片岡議員議員研修

１１月１日
○地方議会におけるハラスメント対策をどう進めるか
○超高齢・人口減少社会における自治経営

１１月２日
○ローカル鉄道を上手に使って地域活性化
○歴史から学ぶリーダーシップ

令和５年度市町村議会議員特別セミナー②
令和５年１１月１日・２日　場所：市町村職員中央研修所

臼井議員、今枝議員議員研修

１月１０日
○地方自治体の財政運営と議員の役割
○自治体財政指標の見方

１月１１日
○財政指標分析に関するグループ演習
○今後の健全な行財政運営に向けて

令和５年度市町村議会議員研修「自治体財政の見方～健全化判断比率を中心に～」
令和６年１月１０日・１１日　場所：全国市町村国際文化研修所

髙橋勇樹議員議員研修
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